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会   長   中 村  栄 一 創   立  1990 年 9 月 12 日 事務局 〒630-8115 

副 会 長   梶 本  真 也 例 会 日  毎週水曜日 18:00～ 奈良市大宮町 2-1-1-205 

幹   事   谷 口  宗 彦 例 会 場  ホテル日航奈良       TEL 0742-30-5511 

会場監督   喜 多  永 治         TEL 0742-35-8831       FAX 0742-30-5512 

 

出席報告  ニコニコ報告    現在までの今期累計 \ 2,397,203- 

5 月 17 日 第 1253 回修正  中本勝様（奈良 RC 会長） 先日の合同例会では大変申し訳ないこととなりました。 

会員数 34 人  中村栄一会長 情報集会、発表よろしくお願いします。 

出席免除者数 17 人  谷口宗彦君 サブリーダーの皆様、発表よろしくお願いします。 

出席義務者数 27 人  野口創君 北京 RC 例会ツアー参加の皆様お疲れさまでした。いろいろありがとうございました。 

欠席者数 9 人  木平正君 シニア月例、優勝しました。腰痛のために力が抜けたからかな？ 

出席者数 25 人  北山勘解由君、前田隆一君、八尾俊宏君、野崎充亮君、前田武君、服部彰夫君 

補填者数 2 人  伊東月臣君、浦島睦君、西田正秀君、喜多永治君 

修正出席者数 27 人  情報集会発表よろしくお願いします。 

出席率 100％  清水毅君 先日の家内の誕生日にお花をいただきありがとうございました。 

幹事報告 

・６月７日の例会時にクラブ細則改正のために臨時総

会を開催しますので、必ずご出席ください。送付した

改正案を忘れず持参してください。 

・６月７日午後４時から第１２回理事会を開催します。

時間にご注意ください。 

・６月７日の例会時に６月のお誕生日祝いをしますの

で、６月生まれの大倉さん、北山さんはご出席くださ

い。 

 

お客様のご紹介 

中本 勝様 

民事弁護士 奈良ロータリークラブ 会長 

ようこそお越しくださいました！ 

中本奈良 RC 会長より 

 
 

 まずは先日の貴クラブとの合同例会に際し、卓話講

師選定において問題があり、皆様に不愉快な思いを

させてしまい、申し訳ありませんでした。 

通算 1256 回(本年度第 43 回) 

6 月 7 日 本日のプログラム 

卓 話 

向 修平様(RYLA 受講生) 

「RYLA に参加して」 

 

本日のソング：君が代・奉仕の理想 

  奈良東ロータリークラブ 会報 
Nara East Rotary Weekly Bulletin
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 私自身も三十数年ロータリークラブに在籍し、様々

な講師の卓話を経験いたしましたが、あれほどひどい

卓話は初めてでして、おそらく今後もあり得ないだろう

と思っております。 

 本来はさだまさし氏にお越しいただく方向で各メデ

ィア等と打合せしていたのですが、こちらの例会日程

と氏のスケジュールの折り合いがつきませんでした。 

 これに懲りませず今後ともよろしくお願いいたしま

す。ありがとうございました。 

 

委員会報告 

親睦・ロータリー家族委員会 野口創委員長 

年度末懇親会の出欠についてご案内します。先般

より出欠確認しておりましたが、本日より会費の集金

を始めますのでよろしくお願いします。会場は家族忘

年例会と同じオルケストラータです。 

 

広報・雑誌委員会 西田正秀委員長 

本日もロータリーの友が配布されております。地球

温暖化にかかる CO2 対策など、地球環境と未来に

関する話題は読み応えがあると思います。皆さんも是

非ご一読をお願いします。 

 

次年度幹事予定者 清水毅君 

 来週 6 月 7 日に第 2 回予備理事会を開催いたしま

す。時間は現理事会終了後の 16:30 からとなります。

ご予定おきください。 

 また、7 月 12 日は中窪ガバナー補佐予定者をお迎

えしてのクラブ協議会を開催いたします。理事・役員・

委員長・3 年未満会員の皆様はご参加をよろしくお願

いいたします。 

 
例会報告 

情報集会発表 

「職業奉仕について・委員会の統廃合について」 

 
第 1 班 

日時  平成 29 年 5 月 20 日 

於   ホテル日航奈良 珠江 

参加者 リーダー 北山勘解由 

サブリーダー 清水 毅 

谷口宗彦、木平正、前田隆一、 

倉本堯慧、服部彰夫、野口創 

議題 

◎職業奉仕について 

・テーマが広すぎてわかりにくい 

・先日開催の地区の職業奉仕講演会は良い内容

だった。参考にしてほしい 

・ロータリーの金看板である。大切にしたい 

・過去には警官、消防職員、看護師などの表彰を

した 

・豊澤さん、海保さんの職場を見学させてもらった 

・職業奉仕には対価が必要。但しぼったくりはダメ 

・時代の変化とともに職業分類が曖昧になり、会員

同士の商売も OK となった 

・自分の商売をきっちりやれという風に理解してい

る 

◎委員会の統廃合について 

・委員会をまとめることに賛成 

・そもそも常任委員長が統括する委員会の委員長

を兼任してもいいのでは？ 

・CLP(クラブ・リーダーシップ・プラン)の影響なので

は？ 

・現状ではプログラム委員長、親睦委員長の負担

が突出しているように思う。 

 
第 2 班 

日時  平成 29 年 5 月 16 日 

於   ホテル日航奈良 よしの 

参加者 リーダー 清水弘志 

サブリーダー 岡島祐紀 

上田洋一、梶本真也、矢野兵治 

議題 

◎職業奉仕について 

・ロータリーの金看板である｢職業奉仕理念｣を自身

の企業理念に照らし合わし、ロータリアンとしての意

識を持って事業に取り組むことによって従業員・取引

先・地域への貢献となっている。 

よってそれらの行動が平素より自然と職業奉仕活

動となっている。 

・職業を通して地域・従業員など関わる全ての者に

幸せにできるような事業の取り組み方を意識すること

が大切である。 

・ロータリアンは基本的に事業が安定しており、利

益追求を最優先にしなくても問題のない集団である。 
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よって、いかに人の為になるかを優先に心掛け、奉

仕を第一に考えて取り組み事ができている。 

・ロータリアン同士での仕事のやりとりが禁止ではな

くなった今、仲間同士で助け合い、自身の職業を通し

て職業奉仕活動の一環となっている。 

・まだまだロータリアンとしての職業奉仕理念がわ

かりませんが、そもそも職業奉仕理念を掲げて商売を

持続させ、地域貢献できているこのロータリーという組

織にあこがれ。勉強させて頂きたいと思い入会させて

頂きました。 

よって、職業奉仕活動が停滞している今だからこそ

改めて取組、継続して頂きたいと思います。 

・職場見学など、とりあえず職業奉仕活動を実施し

ているという現在のスタイルは変えて行くべきと思って

いる。 

職場見学などで予算を使うのではなく、ロータリア

ンとしての資質を更に高めるような事業に予算を使

い、自身の商売などに活かして活動することにより、

普段からの商売が全ての関わる者に事業を通して貢

献できる。 

◎委員会の統廃合について 

・全員一致での意見なのでまとめます。 

メンバー人数の減少傾向がある為委員会の統廃合

は賛成とのこと 

 
第 3 班 

日時  平成 29 年 5 月 9 日 

於   ホテル日航奈良 よしの 

参加者 リーダー 中東弘京 

サブリーダー 喜多永治 

西田正秀、横田保典、黒田有紀、 

萩原隆夫、浦島睦、八尾俊宏 

議題 

◎職業奉仕について 

・職業奉仕はロータリーの看板ですので進めて行く

べきだと思います 

ただ漠然として委員会もなかなか進みにくいので

地区と歩調を合わせて進めるべきだと思います。 

・よくわからないのですが、それぞれの倫理に従っ

てよく働ければいいのかなと思います 

基本職業倫理に従って仕事をしていればいいと思

います。 

 ・私の職業は少し変わっていまして普段から皆様に

奉仕をしているような職業でございます。 

 よってこのことについては皆様についていく形にな

ると思います。 

 ・最近情報を収集しておりますと職業奉仕の考え方

が世界の考え方と日本の考え方はずれてきているよう

に思います。日本の職業奉仕と言うのは倫理性を高

めるという事が職業奉仕で、職業を通じて何かに役に

立つと言う事は社会奉仕であり自らの職業の倫理性

を高めると言うことが職業奉仕である。 

ということを勘違いしてはダメである。 

 ・私の商売上としての考えは、酒、タバコもかなり規

制があり、吸う場所の規制また酒を売る規制など厳し

くなってきています。正しく税金を納められる職業であ

ればいいかなと思います。 

我々の場合は売るときに国は税金とっていますの

で二重に税金を私は支払ってる状態です。でも、皆

様が健康で美味しいお酒を飲んで頂けるのが職業奉

仕かなと思います。 

・まず、自身の商売を一生懸命やりお客様に喜ん

でもらい、社員が給料をとり税金を納めていくことが 1

番の職業奉仕と思います。 

そして、その事を他の人に伝えて行く事も大事であ

ると思います。 

 ・基本職業奉仕との意味を考えると、職業とはお金

を設けるためでありこれは自分自身のことであります。 

一方奉仕とは世の為人の為のことでありこれは、自

分以外の人の事であります。このように正反対の言葉

が一つになっている職業奉仕と考えると職業奉仕と

は、職業を営む事で世の為人の為になるのですと、

言う事かなと思います。 

それは職業に対し倫理を持ち、職業によって人を

幸せにしていく事かなと思われます。 

・それぞれの専門分野、技術のトップの人たちがお

客様に対してきちっと仕事する、これはロータリーのメ

ンバーでは、当然いい仕事をして報酬をもらう事。 

それに対して、奉仕と言いますと無償で仕事をと考

えますが、そうではなく正当な仕事をして正当な報酬

をもらうそして相手に喜んでもらう事、このことを職業

奉仕と考えています。 

◎委員会の統廃合について 

・ＣＬＰ関係で常任委員会を無くしてもいいのかどう

かですが、私は無くしてもいいと思います。 

例えば米山奨学生と財団の上に基金常任委員会

がありますが、それも 1 つにするべきです。 

会報委員会と広報委員会の上に広報常任委員会

の理事をつけると言うこともいらないと思います、よっ

て統合して廃止してもいいのかなと思います。 

また、あとあまり活動していない委員会は減らして

行ってもいいのかなと思います。 

・もともと CLP は簡素化すると言うことで CLP があ

ったのにあまり簡素化してないようです、それに対し

て反省が出て来てるようです。よって出来ないことは
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出来ないで委員会を合併して減らせばいいと思いま

す。ほんと簡素化すれば良いです。 

・一つの委員会で何回か事業をやっているような事

ですが、私が理事でやっている米山などはあっても

無かってもと思うところも御座います。 

米山などのお金集めは会計が行うとかはどうです

かと思います。また、職業奉仕の委員長が理事でな

いのもあり、4 大奉仕の一つなのに逆に簡素化しすぎ

ではないのかなぁとも思います。 

・地区の国際委員会にいる者として私が 1 つ気づ

きますのは、国際奉仕の中に姉妹友好の事も入って

いるのは少し違うのではないかなと思います。 

・クラブのメンバーが少なくなってきているので、そ

れぞれの大きな５つの委員会へ人を分けて運営すれ

ばどうかとも思います。 

このように考えれば一人がいくつもの委員会を掛け

持つことも無いかなと思います。 

・昔 30 名少しであり委員会も少なく、その中でクラ

ブを運営してきました。今は昔と違って委員会がかな

り多くなっています、私は会長経験者が何名かで特

別委員会を作り、これの委員会は、仮称ですがなん

でも委員会として設立し地区から何かあれば対応し

てもらう委員会としてやっていけばいいかなと思いま

す。 

 
第 4 班 

日時  平成 29 年 5 月 18 日 

於   八寳 

参加者 リーダー 泉谷良宏 

サブリーダー 岩本金悟 

伊東月臣、野崎充亮、中村栄一、前田武 

 

クラブ在籍年数が長い方々ばかりの情報集会にな

りました。設立から今日までの会員数の推移や体制

の変化を充分ご存じの方々の意見は重みがありまし

た。題自の話は後に発表するとして、年齢層の差が

プラスになるように奈良東 RC の発展を目的とした、

在籍年数の長い会員と浅い会員の関りを深めるため 

に例会以外の席を設け、親睦を深める中に奈良東 

RC をより知ってもらい、末永く継承して頂きたいとの

意見が多く、早速計画するようになりました。 

 

議題 

◎職業奉仕について 

・ひと昔前は職業奉仕はロータリーの金看板と言わ

れてきたが、このところ社会奉仕事業にカを入れるよ

うになってきた。今一度、原点である職業奉仕に自を

向けることも大切である。 

・職業人としての責任と自覚を改めて考える機会で

はないか。 

・以前行ってきた、町の職業人である「看護師」「消

防士」「警察官」等活躍に対して表彰してきたことを復

活することも考えるべきである。 

・以前行っていた市民に向けての相談会として、法

律や医療などの専門職の無料相談会を行ってはどう

か。 

・職業に対して誇りと責任を持つ。 

・社会で職業の信用と人としての信用を構築する。 

・他の職種の職場を見学したり体験して、他職種の

ご苦労を肌で感じて学び成長することが大切である。 

・ロータリークラブは地域のリーダーが集うところで

ある。それは職業のリーダーでもある。ロータリーは会

員サロンとサービス奉仕団体とのバランスが大切であ

る。 

・職業奉仕を含むいろいろな奉仕を地域に沿った

考え方で進めることが必要。 

• 1 業種一人が原則であったロータリークラブは一

人が五人となり、無職でも入会可能となった今、職業

を中心と考える必要がなくなった気がする。 

・我が仕事に誠実であり、真剣に取り組むことが大

切である。業界の模範であることが問われるロータリ

ークラブ会員であるべき。 

◎委員会の統廃合について 

・委員会の統合賛成 

・我々の会員数では統合することは身分相応にな

るのではないか。 

・内部を充実するためにも委員会を少なくして所属

委員会を減らすことも大切である。 

・意気に感じる委員会でありたい。 

・コンパクト運営で良い。 

・C LP が取り入れられてからの委員会構成は果た

して是か非か。 

・地区からの委員会出席要請に戸惑うことのない構

成が出来るのであれば纏めるべき。 

 

 
 

※2 班の発表は本日となりますが、原稿を掲載いたし

ます。ご了承ください。 


